
日本天文学会2004年秋季年会

S18b MHDシミュレーション結果を用いたAGNジェットの観測的可視化
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AGNジェットの生成機構はいまだ解明されていない大きな謎である。ジェット生成機構の有力なモデルの一つ
が、磁場と降着円盤との相互作用によってジェットが噴出するというMHDモデルである。MHDモデルでは、解
放される重力エネルギーの一部は電磁場のエネルギー、すなわちポインティングフラックスとしてジェットの流
れと共に運ばれる。これは Torsional Alfvén waveの伝播を表わし、ジェットに沿って磁場のトロイダル成分が
存在する。ヘリカル磁場 (ポロイダル成分+トロイダル成分)を持つMHDジェットの伝播過程において、キンク
(m = 1)不安定性等の成長により、AGNジェットでしばしば観測されているような、くねくね構造 (wiggle構造)
を説明することが可能である (Nakamura, Uchida, & Hirose 2001)。
近年の電波干渉計を用いた偏波観測結果からジェットの三次元磁場構造を推定できるようになってきている。そ
こで我々はMHDシミュレーションの結果から求めたRotation Measure分布に関する報告をした (2002年秋季年
会)。その結果、Asada et al. (2002)やGabuzda, Murray, & Cronin (2004)の観測結果に見られるようなジェッ
トに付随するトロイダル磁場構造がMHDモデルによって説明可能であることが示せた。今回はさらに解析を進
め、ストークスパラメータ（I,Q,U）を計算し、天球面に投影した磁場の分布を求めた。これにより、観測例に対
応するようなポロイダル磁場構造をMHDシミュレーションモデルと比較検討することが可能になる。その結果、
ヘリカル磁場によりAttridge et al. (1999)で見られるような”spine-shear layer”構造と同様の投影磁場分布が得
られた。さらには、Feretti et al. (1999)による 3C449のVLAスケールのwiggle構造に相関する三次元磁場形状
の観測結果とコンシステントな分布が我々の”ヘリカルキンク”モデルによって得られることがわかった。
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